
新年おめでとうございます                       2025.1.4.  

 

教会暦では「新しい年」を祝うのは主イエス・キリストの御降誕を祝

うクリスマスであるため、日本人の習俗に因んだ元旦礼拝を取り止める

との牧師のアナウンスを昨年末に聞いておりました。残念でした。 

夫の在任中はクリスマスは勿論のこと、元旦礼拝も大きな行事の一つ

でした。この礼拝を私はとても喜んで迎えたものでした。それは教会員 

が、年末年始で帰省されている家族をお誘いして、年の初めに、共に礼拝する日だったからです。

会員どうし、互いの家族を知り合う良いチャンスでした。また、教会を知らない方も、教会に気

軽に来て、聖書のお話を聞く折にもなりました。家族思いの O さんがこの日に皆さんに桜湯を

振るまわれました。それを踏襲して私も準備したものでした。ご家族が揃って集まっておられる

姿を見ることはなんと楽しかったことでしょう。また、ひとり暮らしの方々を礼拝後に我が家の

「正月の膳」にお招きすることも、「福」を分かち合うような気分になったものでした。 

昨年末から喉に不調を感じ、年明けにも苦しさが引かない私でしたが、元旦の、年初めの家族

の集いを待ちに待っておりました。私は母から三重の重箱を譲り渡され、正月には、なんとかこ

れに買った食材を切って、見栄えのいいように並べて来ました。私が 80 歳になった時からでし

ょうか、息子の妻が私が「お節」を用意しますと申し出てくれました。これ幸いと、この日には

孫たち用に肉類、サラダ的な一品を用意するだけになりました。 

 

 昼頃に息子家族がご馳走を持ってやってきました。みんなヤット

たどり着いた感じでした。大晦日に、下の孫は友人たちと一晩中遊

んで朝帰り、息子と上の孫は寿町の越冬支援に夜半に参加。息子の

妻はお節の準備を精一杯した様子。ともあれ、全員で新年をむかえ

たことを喜び、祈りを合わせました。 

この日に、凄い！サプライズ!! なんと、上の孫が夫と私に「お年

玉」をくれたのです。「ああ、私は本物のおばあちゃんになったのね」

と実感し、驚きと、嬉しさが、身に染みるような不思議な感覚になり 

ました。この最高の「お年玉」を何に使いましょうか。孫が喜んでくれるような形になりますよ

うに、と夢は膨らみます。これは天国にだんだん近づきつつあるということだとも感じます。な

んという幸いでしょう。新年おめでとうございます。 

この日、午後から「一富士、二鷹、三茄子」を期待して寝正月にすることにしました。寝言を

言っているようですから、夢は見ているのでしょうが、忘れっぽい私は何も記憶がございません。 

三が日はお雑煮（上図）を楽しみます。お節を添えますが、私は北国育ちで、幼い頃から、鰊の

昆布巻き、数の子に親しんできましたので、これらがマストになっています。夫は紅白膾がマス

トです。今年は友人から頂いたカボス、自家製の干し柿を入れて、膾を作り、大好評を得て、あ

っという間に売り切れました。花豆を買いそこね、煮ることができなかったので、孫からお土産

にもらったラッキョウを豆の代わりに並べました。このほうがアクセントが効いているような

感じです。3日間、炬燵に入り、箱根駅伝を眺めているうちに、喉の痛みが解消していきました。 

 


